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．背景・ねらい１

草地の生産性や牧草の品質を向上させるため

に低コストな植生改善の普及が求められます。

簡易更新によるイネ科牧草の導入は、マメ科

牧草の導入に比べて知見が少なく、施工の失敗

が多いのが実態です。そこで、生産性の低い草

地雑草である地下茎型イネ科草割合等を指標

、 （ 、 、 、に 簡易な播種床造成 表層攪拌 作溝 穿孔

部分耕耘）と除草剤散布を組合せたイネ科牧草

の導入法について体系化しました。

２．技術内容と効果

1)採草地（火山性土）におけるチモシー(TY)の

導入の施工効果は、表層攪拌法の方が、作溝

法や部分耕耘法または穿孔法より大きいこと

がわかりました(表1)。翌年1番草のTY割合を

50％にしたい場合は、表層攪拌法では、既存

の地下茎型イネ科草割合がおよそ40～50％以

上、作溝法では30％程度以上でグリホサート

系除草剤の使用が必要になります（図１、図

２ 。グリホサート系除草剤を併用した場合）

、 。は いずれの工法も施工効果が向上しました

表層攪拌法：草地全面を浅く攪拌処理して播種床とし、その後に播種・鎮圧する方法。【 】用語解説

作 溝 法：専用機で草地を浅く溝を切り、播種までを一工程で行う方法。溝間は数cm

(狭条)～十数cm(通常)タイプがあります。

部分耕耘法：専用機で草地を帯状に耕耘し、播種鎮圧までを一工程で行う方法。

穿 孔 法：草地全面に多くの孔を開け、その後に播種・鎮圧する方法。

図１ 表層攪拌法における既存植生と施工効果の関係
(ｸﾞﾘﾎｻｰﾄ系除草剤を使用しない条件)
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図２ 作溝法における既存植生と施工効果の関係
(ｸﾞﾘﾎｻｰﾄ系除草剤を使わない条件)

y = -0.7988x + 72.63
r = -0.7691**(n=22)
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表１　表層攪拌と他施工法の施工効果の比較
グリホサート系除草剤を使用しない条件 グリホサート系除草剤を使用した条件

表層攪拌 作溝法 表層攪拌 部分耕耘 表層攪拌 作溝法 表層攪拌 穿孔法 表層攪拌 部分耕耘

施工翌年1番草のチモシー率増加程度(％) ４４ １４ ３１ ２５ ４９ ３３ ２８ ２０ ４０ ４４

表層攪拌法との有意性 * ns ns ns ns



2)既存の地下茎型イネ科草割合が少ない場合で

も、ギシギシ類が繁茂しマメ科牧草が優占し

た草地や裸地部分で作溝法等によるTY導入が

効果的な事例があり、1)の地下茎型イネ科草

割合による翌年の施工効果とあわせて、TY導

入のための施工法選択フローを作成しました

（図３ 。）

草地生産性→ 完全更新を選択
植生悪化 労力・資金・機械・作業時間等を検討

TY減少 → 簡易更新を選択 選
↓ 択

植生診断（被度・収量割合　％） 順

施工対象草地の地下茎型ｲﾈ科草割合40～50%以上 ① ｸﾞﾘﾎｻｰﾄ系除草剤処理+表層攪拌法
② ｸﾞﾘﾎｻｰﾄ系除草剤処理+作溝法・部分耕耘法

ｸﾞﾘﾎｻｰﾄ系除草剤処理+穿孔法(5回程度処理)

施工対象草地の地下茎型ｲﾈ科草割合30%程度以上 ① 表層攪拌法
② ｸﾞﾘﾎｻｰﾄ系除草剤処理+作溝法・部分耕耘法

ｸﾞﾘﾎｻｰﾄ系除草剤処理+穿孔法(5回程度処理)
施工対象草地の地下茎型ｲﾈ科草割合30%程度以下

冬枯れ・裸地　等 ① 表層攪拌法
② 狭条式作溝法
③ 作溝法・部分耕耘法　等

ｷﾞｼｷﾞｼ類が繁茂しﾏﾒ科草優占草地 (ｱｼｭﾗﾑ液剤)+作溝法・部分耕耘法 等

注）  1) 翌年1番草のＴＹ割合が50％程度以上を目標とした施工法選択フローである。
    　2) 施工時期は播種限界時期を守る。また、十分な降水を確保できる時期を考慮する。
      3) 施工草地の土壌pHおよび有効態リン酸濃度は「北海道施肥ガイド」の草地土壌の診断基準値の範囲に矯正する。

      4) 除草剤を用いる施工は「農作物病害虫・雑草防除ガイド」を遵守する。
      5) ｸﾞﾘﾎｻｰﾄ系除草剤を使用する際は、枯死に必要十分な薬量を処理し、枯殺期間を十分確保する。
      6) 春～夏の施工で、施工後雑草が発生(繁茂)する場合、草丈30～40cmで掃除刈りを行う。

図３　植生診断を用いたチモシー導入の簡易更新施工法（選択フロー）

3)地下茎型イネ科草が優占してしまった放牧地

の植生を、集約的に放牧を続けながら改善す

る場合、メドウフェスク(MF)等の初期生育の

早い牧草を作溝法で追播することが有効で

す。1回の追播で1年半～2年後に、2～3割程

度のMF割合を期待することができます。土地

に余裕があり、表層攪拌やグリホサート系除

草剤を用いることができる場合はTYの施工法

選択フローを参考にしてMFを導入して下さ

い。

３．留意点

「 」1)本成績は土壌の化学性が 北海道施肥ガイド

の草地維持または更新の基準値の範囲である

ことが前提で、施工前に土壌診断を行い基準

値の範囲に矯正する必要があります。

2)除草剤を用いる場合は「農作物病害虫・雑草

防除ガイド」に従い、グリホサート系除草剤を

使用する際には、必要十分な薬量と枯殺期間を

確保して下さい。

3)追播するイネ科牧草の播種量は各地域の完全

更新時の標準的な播種量と同程度です。

図４　地下茎型ｲﾈ科草優占放牧地における
追播後(作溝法)のＭＦ割合推移
注）最高・平均・最低値を示した(n=4)
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